
珈　

日
本
の
国
力
低
下
が
著
し
い
が
、
そ
の
原
因
の
一

つ
に
科
学
研
究
力
の
凋
落
が
あ
る
の
は
間
違
い
な
い
。

大
学
も
研
究
機
関
も
中
研
も
予
算
難
で
定
員
や
研
究
費

は
減
る
一
方
だ
。
そ
ん
な
惨
状
を
共
同
通
信
社
取
材
班

『
日
本
の
知
、
ど
こ
へ
』（
日
本
評
論
社
、
１
９
８
０
円
）

は
詳
細
に
取
材
し
、
問
題
の
所
在
を
明
ら
か
に
す
る
。

本
書
か
ら
は
、
大
学
予
算
を
減
ら
し
て
き
た
文
科
省
の

責
任
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
そ
の
後
ろ
で
予
算
削
減
を

主
導
し
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
学
者
や
大
学
学
長
た
ち
の
説
得

に
も
聞
く
耳
も
た
ぬ
財
務
省
幹
部
の
姿
が
浮
か
ぶ
。

　

小
泉
改
革
の
頃
か
ら
「
大
学
間
、
研
究
者
間
の
競
争
が

足
り
な
い
か
ら
成
果
が
上
が
ら
な
い
」
の
だ
と
す
る
新

自
由
主
義
的
な
政
策
が
浸
透
し
始
め
た
の
が
致
命
的
だ

っ
た
。
要
す
る
に
予
算
を
立
て
る
側
（
政
治
家
、
役
人
、

経
営
者
）
の
懐
具
合
と
思
い
つ
き
に
日
本
の
科
学
研
究

が
振
り
回
さ
れ
て
き
た
の
だ
と
記
者
た
ち
は
断
言
し
て

は
ば
か
ら
な
い
。
こ
と
は
国
や
経
済
社
会
の
根
幹
に
関

わ
る
。
そ
し
て
軌
道
修
正
す
る
に
残
さ
れ
た
時
間
は
ほ

と
ん
ど
な
い
。
本
書
の
報
告
と
危
機
感
は
貴
重
で
あ
る
。

玳　

ひ
と
晩
で　

万
を
超
え
る
命
を
奪
っ
た
東
京
大
空

１０

襲
。
そ
の
指
揮
官
は
カ
ー
テ
ィ
ス
・
ル
メ
イ
だ
っ
た
。

彼
の
前
任
の
航
空
隊
指
揮
官
だ
っ
た
ヘ
イ
ウ
ッ
ド
・
ハ

ン
セ
ル
は
爆
撃
機
に
安
全
な
高
高
度
で
日
本
上
空
を
飛

行
さ
せ
搭
載
し
た
精
巧
な
照
準
器
で
軍
需
工
場
を
精
密

爆
撃
し
よ
う
と
す
る
が
、
強
い
偏
西
風
と
曇
天
に
阻
ま

れ
惨
憺
た
る
結
果
し
か
残
せ
な
か
っ
た
。
マ
ル
コ
ム
・
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グ
ラ
ッ
ド
ウ
ェ
ル
『
ボ
マ
ー
マ
フ
ィ
ア
と
東
京
大
空
襲
』

（
光
文
社
、
１
８
７
０
円
）
は
こ
の
２
人
を
主
人
公
に

し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
と
し
て
抜
群
に
面
白
い
。

　

ル
メ
イ
は
夜
間
、
Ｂ　

に
低
空
で
帝
都
に
侵
入
さ
せ
、

２９

延
焼
力
、
殺
傷
力
の
強
い
ナ
パ
ー
ム
弾
を
大
量
か
つ
無

差
別
に
投
下
す
る
こ
と
で
大
戦
果
を
挙
げ
た
。
か
く
し

て
一
方
は
英
雄
、
一
方
は
失
意
の
人
と
な
る
。
だ
が
一

般
人
の
無
差
別�
殺��
戮�
は
戦
争
な
ら
ば
許
さ
れ
る
の
か
。

さ
つ 
り
く

空
爆
の
あ
り
方
、
兵
器
の
許
容
範
囲
と
は
、
そ
し
て
戦

争
と
は
。
今
、
改
め
て
思
い
は
広
が
っ
て
や
ま
な
い
。

珎　

熊
野
英
生
ほ
か
『
デ
ジ
タ
ル
国
家
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は

ロ
シ
ア
に
勝
利
す
る
か
？
』（
日
経
Ｂ
Ｐ
、
２
２
０
０

円
）
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
が
多
面
的
に
分
析
さ
れ
参
考

に
な
る
。
米
国
の
論
理
と
戦
略
（
渡
辺
恒
雄
）、
戦
争

の
経
済
的
帰
結
（
熊
野
英
生
）、
地
政
学
か
ら
見
た
欧

州
（
田
中
理
）
な
ど
第
一
人
者
の
分
析
も
い
い
が
、
デ

ジ
タ
ル
国
家
ウ
ク
ラ
イ
ナ
（
柏
村
祐
）
が
面
白
か
っ
た
。

同
国
は
世
界
で
も
屈
指
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
ん
で
い
て

国
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
は
全
面
的
に
「
即
時
、
簡
易
、
多

様
」
が
実
現
し
て
い
る
と
か
。
そ
れ
が
ロ
シ
ア
と
の
戦

い
を
補
強
し
て
い
る
と
い
う
の
は
注
目
に
値
す
る
。
日

本
の
デ
ジ
タ
ル
庁
も
少
し
は
学
ん
だ
ら
ど
う
か
。

玻　

最
後
は
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
を
。
彩
図
社
文
芸
部
編
『
文

豪
た
ち
が
書
い
た
笑
う
名
作
短
編
集
』（
彩
図
社
、
７
５

０
円
）
は
、
太
宰
治
「
畜
犬
談
」、
坂
口
安
吾
「
風
博
士
」、

芥
川
龍
之
介
「
桃
太
郎
」、
佐
々
木
邦
「
或
良
人
の
惨
敗
」

な
ど
笑
え
る
（
は
ず
の
）　

編
を
収
め
て
い
る
が
、
文

１３

豪
の
割
に
も
う
一
つ
と
い
う
作
品
も
あ
り
、
そ
こ
が
ま

た
面
白
い
。
そ
ん
な
中
、
豊
島
与
志
雄
「
手
品
師
」
は
星

新
一
の
世
界
に
通
じ
て
楽
し
め
た
。��
��（
浅
野　
純
次
）
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